　　　北茨城市道路里親制度に関する実施要綱

　（趣旨）

第１条　この要綱は、地域住民等により組織する団体が道路の巡視や環境美化活動等を通

　じて、市と協働して地域にふさわしい道づくりを進めるための活動を行う北茨城市道路

　里親制度に関し、必要な事項を定めるものとする。

　（定義）

第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに
　よる。

　（１）　道路　道路法（昭和２７年法律第１８０号）の規定に基づき市が管理する道路

　　　　で、延長５０メートル以上の歩道、街路樹等が設置されている道路をいう。

　（２）　里親　道路において、次条に定める活動を行うことを目的とした５人以上の地

　　　　域住民又は企業の従業員等により結成された団体で、市長の認定を受けたものを
　　　　いう。

　（活動の内容）

第３条　里親は、次の掲げる活動を行うものとする。

　（１）　道路の清掃及び除草の実施に関すること。

　（２）　道路の街路樹の軽易な剪定、緑地帯等の維持管理に関すること。

　（３）　道路の植栽等の企画提案に関すること。

　（４）　道路の施設等の定期的な巡視に関すること。

　（５）　その他道路の美化に関すること。

　（里親の認定）

第４条　里親になることを希望する団体は、活動を行おうとする道路の区域を定め、市長
　に北茨城市道路里親認定申出書（様式第１号。以下「里親申出書」という。）を提出しな
　ければならない。

２　市長は、前項の里親申出書の提出があったときは、その内容を審査し、里親として適

　当であると認めたときは、当該団体と北茨城市道路里親協定書（様式第２号。以下「里

　親協定書」という）を締結するものとする。この場合において、里親協定書の効力は、原則として翌年度以降も継続するものとする。
３　市長は、前項の里親協定書が締結されたときは、当該団体に対し、北茨城市道路里親

　認定証（様式第３号）を交付するものとする。

　（里親の責務）

第５条　里親は、次に掲げる事項を遵守するものとする。

　（１）　この要綱に定めた事項について、誠意をもって遂行すること。

　（２）　地域の環境美化活動を行う団体との連携を図ること。

　（３）　市長から指導及び助言があった場合は、これに従うこと。

　（４）　代表者又はその構成員に変更が生じたときは、速やかに北茨城市道路里親構成
　　　　員変更届（様式第４号）を市長に提出すること。

　（５）　活動中に事故が発生したときは、速やかに北茨城市里親活動事故報告書（様式

　　　　第５号）を市長に提出すること。

　（市の支援）

第６条　市長は、里親に対し、次に掲げる支援を予算の範囲内において行うことができる。

　（１）　里親の活動に必要と認める経費を別に定める基準により助成すること。

　（２）　里親から里親名を示した道路里親標示の設置の申し出があった場合にこれを設

　　　　置すること。ただし、道路の管理上設置できない場合を除く。
　（３）　収集したごみを回収及び処分すること。
　（４）　その他市長が必要と認める支援。

　（里親への指導等）

第７条　市長は、必要があると認めるときは、里親の活動状況を調査し、その活動に対し

　て指導及び助言をすることができる。

（里親の辞退）

第８条　里親は、協定を解消し、里親を辞退しようとするときは、北茨城市道路里親辞退
　届（様式第６号）により市長に届け出なければならない。
　（里親認定の取消し）

第９条　市長は、里親が次に掲げる事由に該当すると認めたときは、里親の認定を取り消

　　　すことができる。

　（１）　この要綱若しくは里親協定書の内容に反し、又は履行しないとき。

　（２）　里親としてふさわしくない行為があったと認めたとき。

（３）　前条の規定による届出があったとき。
２　市長は、前項の規定により里親の認定を取り消すときは、北茨城市道路里親認定取消

　通知書（様式第７号）により当該里親に通知するものとする。

　（表彰）

第１０条　市長は、里親の活動が特に優れていると認めたときは、当該里親を表彰することができる。

　（その他）

第１１条　この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。

　　　附　則

　この要綱は、平成１７年　４月１５日から施行する。

　　附　則

　この要綱は、平成２２年　２月　１日から施行する。
